
 

 

 

 

事業報告書 

 
[令和 2（2020）年 4 月 1 日から令和 3（2021）年 3 月 31 日まで] 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年 5 月 26 日 

 

学校法人 佑愛学園 



1 

 

法人の概要 

 

1．建学の精神 

 

『佛心尽障』  
（知恵と慈しみの心を持って障がいを有する人々の心身を広く支える） 

 

2．学校法人の沿革 

表１ 沿革 

年月 内容 

昭和57 年3 月 学校法人佑愛学園 設立認可 

昭和57 年4 月 専門学校愛知医療学院 理学療法学科設置 （入学定員30 名） 

平成 6 年4 月   
専門学校愛知医療学院 作業療法学科設置 （入学定員40 名） 

   同            理学療法学科定員増（入学定員40 名） 

平成 9 年4 月  日本福祉建築専門学校 福祉建築学科設置 （入学定員80 名）  

平成16 年3 月  同          閉校    

平成20 年４月 愛知医療学院短期大学 リハビリテーション学科設置 

平成22 年3 月   専門学校愛知医療学院 閉校 

平成22 年4 月 愛知医療学院短期大学 専攻科リハビリテーション科学専攻設置 

平成26 年6 月 
愛知医療学院短期大学附属 

ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンター設置 

令和2 年4 月 愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこども園設置  

 

3．設置する学校・学科など（2021 年 3 月 31 日現在） 

 

（1）愛知医療学院短期大学 リハビリテーション学科・専攻科リハビリテーション科学専攻  

愛知県清須市一場519 番地 

 

（2）愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこども園（幼保連携型認定こども園） 

    愛知県清須市一場558 番地2 

     

（3）医療・福祉業（愛知医療学院短期大学附属ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンター）   

    愛知県清須市一場518 番地  
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4.法人の組織図 
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5．学校・学科等の学生数の状況 

表２ 学生数の状況                                   （令和 2 年 5 月 1 日現在） 

学校等 区分 
入学 

定員数 
入学者数 収容定員 現員数 

愛知医療学院 

短期大学 

リハビリテーション学科理学療法学専攻 40 50 120 150 

リハビリテーション学科作業療法学専攻 40 39 120 112 

専攻科リハビリテーション科学専攻 20 7 20 9 

計 100 96 260 271 

愛知医療学院

短期大学附属

ゆうあいこども園 

0 歳児   10 8 

1 歳児   10 10 

2 歳児   10 10 

3 歳児   35 35 

4 歳児   35 27 

5 歳児   35 22 

計   135 112 

 

6．役員の概要 

定数 理事7 名・監事2 名 

表3 理事・監事                          （平成30 年6 月22 日～令和4 年6 月21 日）                   

区分 氏名 常勤・非常勤の別 摘要 

理事長 丹羽 治一 常 勤 
昭和57 年 4 月 

平成  2 年 3 月 

理事就任 

理事長就任 

常務理事 石川  清 常 勤 平成30 年 6 月 理事就任 

理事 舟橋 啓臣 常 勤 
平成22 年10 月 

令和 3 年 3 月  

理事就任 

理事辞任 

理 事 小川由美子 常 勤 平成26 年 6 月 理事就任 

理 事 田原 靖子 常 勤 令和 2 年  4 月 理事就任 

理 事 中島 俊朗 非常勤 

昭和57 年  4 月 

平成10 年  5 月 

平成17 年  5 月 

理事就任 

理事辞任 

理事就任 

理 事 和田 典之 非常勤 平成30 年  6 月 理事就任 

監 事 丹羽 義治 非常勤 平成14 年  5 月 監事就任 

監 事 式庄 憲二 非常勤 平成26 年  6 月 監事就任 
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評議員定数 15 名 

表 4 評議員                           （平成30 年6 月22 日～令和4 年6 月21 日）                 

氏名 主な現職など 

丹羽 治一 学校法人佑愛学園理事長      

舟橋 啓臣 
学校法人佑愛学園常務理事・愛知医療学院短期大学名誉学長 

（令和3 年3 月評議員辞任） 

石川  清 学校法人佑愛学園理事・愛知医療学院短期大学学長 

中島 俊朗 学校法人佑愛学園理事・味美中島歯科医院 

小川由美子 学校法人佑愛学園理事・法人本部長 

和田 典之 学校法人佑愛学園理事・株式会社和田製作所代表取締役 

田原 靖子 学校法人佑愛学園理事・愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこども園園長 

岡田  久 公立陶生病院中央リハビリテーション部第3 理学療法室室長 

天野 孝介 特別養護老人ホーム施設長 

片岡 寿雄 岩倉病院リハビリテーションセンター部長 

阪井 義孝 阪井義孝公認会計士事務所所長 

林  由恵 五条川リハビリテーション病院作業療法士 

横井 清  ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンター院長 

杉田 貴信 杉田労務管理事務所所長 

加藤 真弓 愛知医療学院短期大学副学長 

山田 和政 星城大学リハビリテーション学部長 

 

7．教職員の概要 

表5 法人本部・愛知医療学院短期大学教職員               令和2 年5 月1 日現在（単位：人） 

区 分 法人本部 
愛知医療学院 

短期大学 
合 計 

教育職員 
本務 

学長（教授） 0 1 1 

教授 0 6 6 

准教授 0 5 5 

講師 0 3 3 

助教 0 5 5 

助手 0 0 0 

本務教員合計 0 20 20 

兼務 非常勤講師 0 50 50 

職員 
本務 

－ 4 8 12 

本務職員合計 4 8 12 

兼務 － 2 3 5 

合 計 6 81 87 
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表6 愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこども園職員  令和2 年5 月1 日現在（単位：人） 

区 分 こども園 合 計 

教育・保育

職員 

本務 

園長 1 1 

保育教諭 12 12 

本務教員合計 13 13 

兼務 保育教諭 7 7 

兼務 非常勤講師 6 6 

職員 
本務 

－ 1 1 

本務職員合計 1 1 

兼務 － 2 2 

合 計 29 29 

 

 

表7 収益事業(愛知医療学院短期大学附属ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンター)職員   

令和2 年5 月1 日現在（単位：人） 

職 種 専任 兼任 計 

医 師 1 4 5 

看護師 1 2 3 

理学療法士 4 3 7 

作業療法士 2 0 2 

介護福祉士 0 2 2 

受付・請求事務 2 2 4 

リハビリ助手・運転手 0 3 3 

合 計 10 16 26 
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事業の概要 

 

1.理事会の開催 

令和2 年度理事会の開催状況、議事内容は以下のとおりである。 

 

表8 令和2 年度理事会開催状況 

開催年月日 出席者数 
監事の 

出席状況 
議事内容 

令和2 年5 月26 日 7/7 

 

2/2 第１号議案  令和元年度事業報告（案）及び決算報

告（案）について 

第２号議案  評議員の選任について 

第３号議案  愛知医療学院短期大学緊急学生支援

について 

令和2 年7 月27 日 7/7 

 

2/2 第１号議案  愛知医療学院短期大学専攻科ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ

ｼｮﾝ科学専攻のＲ３年度募集停止の再検

討について 

令和2 年8 月28 日 7/7 

 

 

 

2/2 第１号議案  寄付行為の変更について 

第２号議案  令和２年度第一次補正予算について 

第３号議案  愛知医療学院短期大学学則変更につ

いて  

第４号議案  愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこ

ども園園則変更について 

第５号議案  各種規程の変更・追加について 

第６号議案  愛知医療学院短期大学教室等用途変

更について 

第７号議案  教職員の退職・採用について 

令和2 年9 月28 日 7/7 2/2 第１号議案  職員の給与に関する規程の変更につい

て 

令和2 年11 月4 日 7/7 

（内、意思 

表示1） 

1/2 第１号議案  職員の給与に関する規程の変更につい

て 

 

令和2 年12 月14 日 

 

7/7 2/2 第１号議案  理事の変更について 

第２号議案  令和２年度第二次補正予算について 

第３号議案  理事の職務について 

第４号議案  各種規程の変更・追加について 

第５号議案  職員の定年延長について  

第６号議案  職員の定年退職延長について   

第７号議案  愛知医療学院短期大学学則変更につ

いて 

令和3 年3 月29 日 7/7 

（内、意思 

2/2 第１号議案  令和３年度事業計画（案）および収支予

算（案）について 
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表示1） 第２号議案  愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこ

ども園園則変更について 

第３号議案  各種規程の変更について 

第４号議案  愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこ

ども園苦情処理規程の施行について 

第５号議案  学校法人佑愛学園組織図について 

 

2.評議員会の開催 

令和2 年度評議員会の開催状況、議事内容は以下のとおりである。 

 

表9 令和2 年度評議員会開催状況 

開催年月日 出席者数 監事の 

出席状況 

議事内容 

令和2 年5 月26 日 15/15 

（内、意思 

表示2） 

2/2 第１号議案  令和元年度事業報告ならびに決算報告

について 

 

令和2 年8 月28 日 16/16 

（内、意思 

表示3） 

2/2 第１号議案 寄附行為の変更について 

第２号議案 令和2 年度第一次補正予算について 

令和2 年12 月14 日 

  

16/16 

（内、意思 

表示4） 

2/2 第１号議案  令和２年度第二次補正予算について 

令和3 年3 月29 日 15/16 

（内意思 

表示4） 

2/2 第１号議案  令和３年度事業計画（案）および収支予

算（案）について 

 

 

3.監事の職務執行状況 

 

表10 令和2 年度監事の職務 

職務内容 実施時期 職務執行状況 

理事会・評議員会出席 理事会 

評議員会開催時 

①理事会・評議員会に出席し、議案の説明、審議経過

及び議決内容を確認し、業務執行の状況を把握すると

ともに監事として意見を具申 

令和1 年度分監事監査 令和2 年 5 月12 日 ①業務監査  

②財産監査 

 

4.法人全体の取り組み 

（1）創立 40 周年を見据えた第二期中期計画（2019～2023）年度の推進 

  本法人の中期計画の概要は以下のとおりです。 
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第二期中期計画では、愛知医療学院短期大学、附属ゆうあいこども園、およびゆうあいリハビリクリニック・デイ

ケアセンターの明るい将来展望が開けるよう積極的な改革を推進します。 

 

①愛知医療学院短期大学が持続的な発展をとげるために、経営の根幹である学生数確保が必須要件で

あり、そのための大きな要素である理学療法士・作業療法士の養成教育の質を追求するとともに、本学の

ブランド力を高めていきます。 

 

②収益事業部門であるゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンターにおける経営の安定を目指し、取

り組むべき事項をまとめ実行します。 

 

③2020 年度に開園する認定こども園については、清須市からのスムーズな移行と、本法人ならではの特色

を発揮できるよう周到に準備を進めます。 

 

法人の目指す姿は図 1 に示す通り、3 つの組織が三位一体となって地域との繋がりをより強 

固なものとすることであり、法人の創立 40 周年に向けてその実現を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①のブランド力を高めることについては、「新学長としての抱負」において示された「地域社会に貢献する学園」、

「官学連携事業の充実・発展」、「障がい者スポーツの啓蒙・普及活動」、「産学連携事業の推進」、「災害

医療救護」 の 5 つの事業について、積極的な推進に努めた。諸活動の進捗は後述する。 

②の収益事業の経営改善については、年々わずかながら改善傾向である。今後さらなる取り組みを推 

進していく。 

③こども園は 112 名の園児を迎え、運用を開始した。 

 

 

図1 学校法人佑愛学園第二期中期計画 
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5.令和 2 年度事業計画に基づく事業の進捗 

令和 2 年度は、第二期中期計画を確実に推進するため、また、創立 40 周年に向けた事業計画（図 2）と予算

を策定し、実行してきました。令和2 年度重点施策の進捗以下のとおりです。 

 

 

 
 

図2 2020年度重点施策 

（1）組織改革・人事政策 

愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこども園の運用開始に伴い、園長、副園長、事務長を配置するととも

に、保育教諭26 名を採用した。また、法人本部に健康経営管理室、地域連携室、危機管理室を設置した。 

短期大学では、11 月の副学長（教育担当）の発令とともに、後任の理学療法学専攻専攻長、および副専攻

長の発令、作業療法学専攻副専攻長を発令し、新組織による体制で運用を開始した。また、統括管理部の異動

も行った。 

コーチングは 2 年目となり、令和2 年度のプログラム参加者は 10 名（短大から 6 名・こども園から 3 名・クリニッ

クから 1 名）であり、その他キーマン、リーダーシップアセスメント評価者、事務局として参加した。 

 

(2)教育・学生支援 

［新型コロナウイルスに関して］ 

新型コロナウイルス感染症への対応で新年度がスタートした。その対応について、記録として以下に示す。 

①危機対策本部の活動 

 令和2 年3 月に立ち上げた危機対策本部は、学生指導や判断に迷うことがないようにガイドライン策定、マニュ

アル整備とともに活動指針を定め、随時活動レベルの見直しをしてきた。 

②学内施設の利用禁止 

3 月20 日より、学生の学内施設利用を禁止した。4 月1 日入学式、2 日からオリエンテーション、健康診断等

を行い、6 日から授業を開始する予定であったが、すべての行事を中止、開講日を 4 月20 日に延期した。 



10 

 

③遠隔授業導入に向けた準備と実施 

4 月7 日に愛知県が特定警戒都道府県の指定を受けたことにより、4 月20 日から対面授業を行う予定を全て遠

隔授業で行うことを決定、4 月11 日に学生に対し、遠隔授業を実施する旨を通知した。 

4 月上旬には学生を対象にアンケート調査により、遠隔授業を受けるための通信機器の保有、ネットワーク環境

について確認した。パソコンを保有せずスマートフォンのみの学生、パソコンは保有しているがカメラが搭載されて

いない者、ネット環境を整備していない者など遠隔授業のための環境が整備できていない学生がいることを事前

に把握しており、学生貸出用として、ノートパソコン 1 台、Web カメラ 5 台を 4 月に購入した。 

遠隔授業を実施するために必要な 6 講義室（1 学科・2 専攻・3 年制をクラス毎とした）のうち、まず 4 講義室に

ついて環境整備を行った。遠隔授業を行う教室には、教員が保有するパソコンや Web カメラを借用することで授

業を開始することができた。なお、オンデマンド型ではなく、科目別に作成した Google Classroom を使いライブ型で実

施した。 

④教職員研修会の開催 

4 月20 日から遠隔授業実施にあたり、全教職員を対象に操作や運用に関する説明会を開催した。同時に図

書館司書から著作権に関する説明を行った。 

⑤臨床実習への対応 

 全ての臨床実習生を学外の施設で実施することが困難となり、実習の代替として、また不足分を学内での演習

や実習等により対応した。内部教員は多くの時間を学内演習や実習に費やした。  

⑥学生支援 

学生を対象に遠隔授業で実施する Google Classroom を使用し説明会を開催した。操作方法の説明をはじめ、通

信状況等の確認を行った。著作権についても説明した。 

学生の資料のダウンロード等に掛かる通信費や印刷の手間を減らすために、授業用資料を自宅へ郵送する

等の工夫も行ってきた。また、授業後には振り返りフォーム（アンケート）により、遠隔授業の問題点や理解度等を

確認している。受講の状況や、振り返りフォームの返信や課題提出が遅れる学生（特に 1 年生の一度も来学して

いない学生）の情報は教職員が共有し、学生に連絡する等、早期に挫折することがないよう配慮してきた。 

また、学生には、体調管理等チェックシートの提出を求め、学習アドバイザーが把握・管理した。 
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⑦緊急事態宣言の解除 

5 月14 日に緊急事態宣言が解除され、6 月1 日から 12 日までは分散登校とし、学生半数ずつの交代制で

登校を始めた。教室内が密の状態にならないよう半数の学生は対面授業により、半数は遠隔授業により受講して

いる。6 月14 日からは通常に近い形での授業を再開し、対策として遠隔授業と対面授業を併用で運用した。ま

た、同一の講義室で実施する 100 名規模の授業は、密にならないように教室を 2 つに分け、一方の教室で対面

授業を行い、他方の教室ではプロジェクターを用いてライブ配信するための機器を整備し、運用を行った。 

⑧教育機会の確保 

4 月19 日まで全ての施設について学生の利用を禁止したが、その間、学習機会を確保するために課題等によ

り学生の学習時間が減ることがないように努めた。 

また、専任教員による学習アドバイザーや学生支援室職員は、メールや電話で学生からの相談等に応じ、経

済的な相談や心のケアに努めてきた。さらに、休講中の感染症対策に関する情報提供や健康チェック表により体

温計測や体調変化等について、毎日学習アドバイザーにメールで連絡することを義務付けた。 

4 月20 日から遠隔授業の開始と同時にオンラインで学生との面談も始めた。また、週1 回（毎週月曜日）は、

これまで一堂に会して行っていた学生アドバイザーと担当学生のミーティングを Google Meet を利用して開催した。 

⑨新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急学生支援 

支援金（短期大学学生1 名10 万円、専攻科学生1 名5 万円）の給付を行った。 

⑩情報発信 

  学長メッセージを 11 回発信し、注意喚起に努めてきた。また、副学長、専攻長、学習アドバイザー、学生支援

室等から学習に関すること、注意喚起、奨学金のこと、応援メッセージ等様々な内容について配信し、学生の学

習、安全確保に努めた。また、学内のあらゆる場所にポスターを掲示し、啓発強化に努めた。 

 

［主な学長メッセージ］ 

・4/1：入学にあたってのお祝いのことば 

・4/17：新型コロナウイルス感染拡大に伴う本学の対応について 

・5/1：新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急学生支援について 

・5/15：新型コロナウイルス感染拡大防止のための行動について（改定） 
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・5/15：今後の授業計画について 

・6/29：気を緩めることなく基本的な感染対策を継続する「新しい生活様式」の徹底を！ 

・11/20：新型コロナ感染拡大防止のための注意喚起、および、学生支援金の配布について 

・12/20：いま一度気を引き締めて、我慢の年末年始を過ごしてください 

・1/13：愛知県にも非常事態宣言が発出されました 

学生の皆さんは強い危機感をもって感染防止対策の徹底と適切な行動をとるようにして下さい 

・1/15：昨日の愛知県の非常事態宣言発出を受け、「本学園の活動レベルは４．厳重警戒」となりました 

・2/22：3 年生の皆さんへ 文部科学省からの緊急事態宣言に伴う留意事項について 

 

［ポスター掲示例］ 

 

 

 

⑪感染防止と学習機会確保の両立 

学生の「学びを止めない」ために、またキャンパス内で安心・安全に過ごせるように様々な対策、取り組みを行っ

てきた。また、講義室別に密にならない収容人数を予め設定するとともに、ソーシャルディスタンスを保つために、座

席を指定した。 

  

［施設・設備の例］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トイレ入口への啓発ポスター掲示 

学内のあらゆる場所にソーシャルディスタン

スの啓発ポスター掲示 
各教室入口にコロナ禍での収容人数を明示 

学生ホールの飛沫防止パーテーション 後援会寄贈によりオートアル

コールディスペンサー 

（自動手指消毒器）10台設置 

学生支援室の飛沫防止パーテーション 
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［教育・学生支援］ 

教員組織新体制での運用、および理学療法士・作業療法士養成校指定規則変更に伴う新教育課程による

運用を開始した。Web シラバスの運用も開始した。 

コロナ禍の中においても、本学の強みを生かした教育・学生支援への取り組みを推進することができた。 

全学を挙げた国家試験対策推進の結果、理学療法学専攻は受験者38 名中34 名合格（合格率89.5％）、

作業療法学専攻は受験者28 名中26 名合格（合格率92.9%）、研究生は受験者1 名中1 名合格した。 

専攻科については、令和2 年度を以って学生募集を停止することになっていたが、全教職員で審議し、継続す

ることを決定した。また、職業実践力育成プログラム（BP）として認定を受けた。「職業実践力育成プログラム」（BP）

とは、大学・大学院・短期大学・高等専門学校におけるプログラムの受講を通じた社会人の職業に必要な能力の

向上を図る機会の拡大を目的として、大学等における社会人や企業等のニーズに応じた実践的・専門的なプロ

グラムを文部科学大臣より認定される。 

専攻科の定員を 20 名から 10 名に変更し、適性な定員確保を目指していく。 

 

（3）愛知医療学院短期大学附属ゆうあいこども園開園 

［経営方針］ 

保育教諭が一丸となって園児が安心・安全に生活ができるよう努めるとともに、教育理念の実現に向けた取

り組みなど早期の安定稼働に努める。また、三位一体の取り組みなど、ゆうあいこども園の特色を出していく。 

［教育・保育理念］ 

つよいこ・・失敗を恐れず、何事にも挑戦できる精神力を身に付ける 

やさしいこ・・友達の気持ちを受け止め、受け入れる優しさを育てる（佛心尽障） 

かんがえるこ・・自ら進んで、物事を考える力を身に付ける 

 

 上記の経営方針、教育・保育理念を掲げ開園した。新型コロナウイルスの感染拡大防止のために入園式を

縮小し、各保育室で実施した。開園早々からの休園要請に伴い、一部の園児のみで教育・保育を実施となっ

た。1 年が経過し、本園の特色を出せたことがある反面、課題も多くある。また、コロナ禍のため自粛せざるを得

なかった事業もある。次年度に向けて、課題の改善とともに新たな事業を推進していく予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

生活発表会 卒園式 
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（4）愛知医療学院短期大学附属ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンターの活性化 

デイケアセンターでは、新型コロナウイルス感染症リスクを心配した利用控えの件数が増加し、売上に大きく影響

した。反面クリニックでは売り上げを伸ばし、その結果、クリニック、デイケアセンターの合計で前年度比2.5％増とな

った。来年度に向けて一層の取り組みを推進していく。 

コロナ禍においては、臨床実習施設として大きな役割を果たした。 

 名称を愛知医療学院短期大学附属ゆうあいリハビリクリニック・ゆうあいデイケアセンターに変更した。これまでの

取組の成果を踏まえ、三位一体の一層の連携・協働を推進していく。 

  

表1１ ゆうあいリハビリクリニック・デイケアセンター収支                                   （単位：千円） 

年 度 平成26年度

（第1期） 

平成27年度 

（第2期） 

平成28年度 

（第3期） 

平成29年度 

（第4期） 

平成30年度 

（第5期） 

令和1年度 

（第6期） 

令和2年度 

（第7期） 

売上高 19,476 48,943 54,391 64,365 69,880 73,710 75,525 

当期純損失 58,498 39,008 37,104 27,520 25,676 24,074 24,110 

 

（5）地域連携・地域貢献 

官学連携の大きな事業である清須市民げんき大学は、第4 期生を迎えた。毎年度アンケート調査等による検

証を行い、年々充実を図っている。げんき大学同窓会が発足され、地域での一層の活動が期待される。 

3 月には、明治安田生命保険相互会社と地方創生に関する包括連携協定を締結した。高齢者支援、健康づ

くり、人材育成等に関することについて相互に連携・協力し、推進していく。 

 
  

 

 

 

 

 

 

（6）ガバナンス・財務戦略 

理事会は、理事7 名および監事2 名で構成し、業務執行に関する重要事項を審議するため 6 回開催した。ま

た、常任理事会を毎月開催し、意思決定の迅速化に努めるとともに、全ての決定事項は理事会で報告した。3 月

の愛知医療学院短期大学名誉学長の退職に伴う理事辞任により、後任としてゆうあいリハビリクリニック・デイケア

センター院長を選出、4 月に就任する。クリニック・デイケアセンターの経営課題の解決に向けて、理事会一丸と

なって取り組む予定である。 

3 月の理事会において、理事の職務を定めた。各理事がそれぞれの役割を果たすことで、本法人の目的達成

に繋げ、法人の運営基盤の持続的成長と中期計画の推進を図っていく。 

評議員会は学識経験者、卒業生、教職員から選出した 16 名で構成し、予算と決算を含む法人の重要な事

項の諮問や決定を行う機関として、定例2 回を含む全3 回開催した。 

明治安田生命保険相互会社との包括連携協定締結式 清須市民げんき大学 
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 監事は、理事会、評議員会へ出席し、審議経過およびその結果を確認し、監事として意見を述べた。法人全般

の業務監査では、各会議録等関係書類の確認をはじめ法人本部長、学科長、専攻長等への聞き取りを通して業

務監査・教学監査を実施した。さらに公認会計士と連携し、業務状況の監査、財産状況の監査等について、情

報共有した。 

  

（7）その他 

 令和3 年1 月に衛生委員会を発足、職員1 名が衛生管理者の資格を取得した。衛生委員会では、本法人の

職員の災害及び疾病の予防、健康の保持増進並びに職場環境の改善向上を図っていく。 

 コロナ禍における業務遂行の手段として、Web 会議の導入、電子決裁の導入、在宅勤務の導入等を行った。 
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基本計画達成状況 

 

［1］ 組織改革・人材育成 

№ 項 目 アクションプランと実績 実施時期 

1-1 組織改革 ①創立 40 周年に向けたコーチング・プロジェクト 2 期生（10

名） 

②健康経営の取り組み強化 

（プロジェクトの充実、衛生委員会の設置） 

③従来の図書館を附属図書館に移行 

④法人組織の改編 

健康経営管理室・地域連携室・危機管理室の新設 

⑤法人本部・統括管理部に部長補佐配置 

⑥短大の新教育体制（教育担当副学長・新学科長・専攻

長・副専攻長） 

⑦こども園の管理体制（園長・副園長・事務長） 

①9 月～ 

 

②通年 

 

②4 月～ 

③4 月～ 

④4 月～ 

⑤４月～ 

⑥４月～ 

 

⑦4 月～ 

1-2 委員会等の効率

化 

①委員会等組織の改編 

②プロジェクトのポジションを明確化 

③ICT 活用（Web 会議の導入） 

①4 月～ 

②4 月～ 

③7 月～ 

1-3 将来を見据えた 

人事施策 

①専任教職員の昇任 

②嘱託職員の正職員への登用 

③法人本部・統括管理部職員の人事評価導入 

④教員評価の検証・改善 

⑤中期計画を見据えた採用計画の検討 

⑥人員配置適正化の検討 

①4 月～ 

②4 月～ 

③4 月～ 

④7 月～ 

⑤7 月～ 

⑥7 月～ 

1-4 働き方改革への 

対応 

①時間有休の導入 

②ワークライフバランスの推進 

・勤怠システムの本格稼働 

・業務効率化による働き方の見直し 

・ICT 化（電子決裁システムの導入） 

・業務の外注の検討 

①通年 

 

・4 月～ 

・通年 

・7 月～ 

・未実施 
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［2］愛知医療学院短期大学教育の質保証 

№ 項 目 アクションプランと実績 実施時期 

2-1 教育の質保証 

 

①両専攻の一体的運営・教育の実施 

②データ分析による教育、学生（教育）支援の早期対応 

③アクティブラーニング活用による主体的な学びの促進 

④学生特待生を活用したピア・サポート活動の導入 

⑤ＦＤ＆ＳＤ研修会 

・全教職員による意見交換会1 回 

・ＦＤ＆ＳＤ研修会1 回 

・SD 研修会4 回 

⑥臨床実習の学内実習への振り替え 

（一部ゆうあいデイケアセンターの協力を得て実施） 

⑦オンライン授業実施に伴う学生調査実施 

①4 月～ 

②4 月～ 

③通年 

④未実施 

⑤ 

・10 月 

・3 月 

・通年 

⑥通年 

 

⑦4 月・９月 

2-2 カリキュラム改革 ①新教育課程による運用開始 

②新カリキュラム・マップ，新カリキュラム・ツリーによる 体系

的な教育課程の構築 

③Web ポータルの利用 

（シラバス、試験結果の参照、出欠照会、成績・単位修

得照会） 

④シラバスの充実 

①4 月～ 

②4 月～ 

 

③4 月～ 

 

 

④通年 

2-3 国家試験対策強化 ①全員合格を目指した取り組みの強化 

・宅ドリル便の採用他 

①通年 

2-4 志願者・入学者の 

確保 

①高等学校訪問回数：275 回 

②本学の魅力を打ち出したオープンキャンパスの実施 

・10 日（回）計画、.8 日（回）実施、内2 日（回）は Web 開催 

・参加者；受験生242 名・保護者96 名） 

③大学入学者共通テスト等入試改革への対応 

④アドミッションポリシーに共感し、目的意識が高い学生を確

保するための入学試験再構築 

・学力の 3 要素を評価するための口頭試問の導入 

⑤令和3 年度志願者数161 名・入学者数84 名 

①通年 

②通年 

 

 

③随時 

④随時 

 

 

⑤- 

2-5 自己点検・評価 

外部評価 

①自己点検・評価実施 

②一般社団法人 リハビリテーション教育評価機構の認定

①8 月～ 

②コロナ禍により次
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 評価受審 

③WFOT への申請・認定 

年度へ延期 

③4 月～ 

2-6 研究力向上 ①若手研究者の科研費申請（1 件申請） 

②科研費申請（4 件申請・継続3 件） 

③健康・医療分野の研究開発の推進と地域への還元 

④紀要発刊 

①5 月 

②9～11 月 

③随時 

④3 月 

2-7 教育環境整備 ①学生の無線ＬＡＮ使用に関する申請制度を廃止 

②教具の新規購入・買い替え 

③ICT を活用した教育・学修支援の検討 

（学則変更を含む） 

①6 月～ 

②4 月～ 

③随時 

2-8 高大接続 ①高等学校でのキャリア教育の推進を目的とした出前講義

実施（10 回） 

②パラリンピックに関連して障がい者スポーツ推進を目的と

した積極的な出前講義実施 

①随時 

 

②未実施 

2-9 学生支援 ①特待生制度の導入（対象者3 名） 

②新修学支援制度への対応（対象者19 名） 

③奨学金「夢サポート奨学金Ａ」（対象者1 名） 

④学納金の分納（3 名） 

⑤就職説明会（オンライン） 

⑥個別懇談会実施 

①4 月～ 

②4 月～ 

③4 月～ 

④4 月～ 

⑤10 月 

⑥11 月～ 

2-

10 

ステークホルダーへ

の意見聴取 

①実習先・地域等へ意見聴取、教育への反映 

②卒業生への意見聴取、教育への反映 

（就職先アンケートの実施） 

①未実施 

②9 月 

2-

11 

校舎各室の用途変

更 

①養成校指定規則変更への対応 ①8 月 

2-

12 

専攻科 ①専攻科継続の決定 

②令和3 年度からの教育課程見直し・学則変更 

③文科省ＢＰ申請 

①7 月 

②8 月～ 

③10 月 
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 [3]ゆうあいこども園の運営 

№ 項 目 アクションプランと実績 実施時期 

3-1 こども園開園 ①保育教諭28 名・事務長1 名・運転手2 名 

②園児数 

 定員 1 号 2 号 3 号 合計 

0 歳児 10 - - 8 8 

1 歳児 10 - - 10 10 

2 歳児 10 - - 10 10 

3 歳児 35 5 30 - 35 

4 歳児 35 5 22 - 27 

5 歳児 35 4 18 - 22 

合計 135 14 70 28 112 

③清須市・市内小学校、他園等との連携・交流 

①5/1 現在 

②5/1 現在 

 

 

 

 

 

 

 

③小学校との連携

（3 月）その他は未実

施 

3-2 教育・保育の充実 ①教育理念達成に向けた全園の取組み 

②年間・月案・日案の策定 

③専門教育（英語、ダンス、運動） 

④短大学生・教員との交流 

⑤ルクミー午睡チェックシステム採用 

①通年 

②通年 

③通年 

④通年 

⑤通年 

3-3 各種行事 ①実施した行事 

入園式・編入式、クラス写真撮影、 

誕生日会（月1 回）、身体測定（月1 回） 

内科・歯科検診（年2 回）、七夕まつり 

避難訓練（毎月1 回）、夏祭り、夏の遊び 

芋掘り（5 歳児）、不審者対応避難訓練、個人面談 

クリスマス会、節分の会、生活発表会、ひなまつり会 

卒園式 

②コロナ禍により中止した行事 

保育参観（年2 回）、プラネタリウム見学（年長） 

水遊び・プール遊び、敬老会 

お散歩遠足（3～5 歳児）、作品展（学園祭） 

餅つき、お別れ遠足（5 歳児） 

①通年 

 

 

 

 

3-4 食育の実践 ①自園調理によるベジブロス採用 

②アレルギー対応、偏食、離乳食への対応 

③自園の畑・プランターで季節野菜を中心に、様々な食

材に触れる体験 

①通年 

②通年 

③通年 
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④年長児と短大（2 年）との交流によるサツマイモの栽培。

サツマイモは持ち帰り。 

④5～11 月 

3-5 アフタープログラム ①英語・ダンス・体操 ①5 月～ 

3-6 官公庁等申請手続き ①目的等（園則）の変更 

②加算率認定申請 

③赤道（園地）交換の手続き 

④県指導監査（書面監査のみ・指導事項なし） 

①3 月 

②10 月 

③通年 

④2 月 

3-7 保護者との連携 ①積極的な保護者とのコミュニケーション 

②キッズリー（連絡帳・個別連絡・保護者連絡等の専用

アプリ）の採用 

③ブログにより情報配信 

④ご意見箱設置 

⑤保護者アンケートの実施 

①通年 

②通年 

 

③随時 

④4 月～ 

⑤3 月 

3-8 三位一体の交流 ①短大とこども園の交流（コロナ禍により実施できる内容に

制限があったが、可能な範囲、方法で実施） 

①随時 

 

3-9 子育て支援事業 ①園庭開放 

②子育て相談 

③病児・病後児保育の導入の検討 

①中止 

②中止 

③中止 

3-

10 

園児募集 ①募集要項の作成 

②入園願書の配付・受付 

③入園説明会の開催 

①4 月～ 

②9 月～ 

③2 月 

3-

11 

人事計画 ①保育教諭が不足することがないよう万全を期す 

②保育教諭募集（養成校訪問・養成校への求人票提

出、求人サイトの活用他） 

①随時 

②随時 

[4]クリニックの取り組み 

№ 項 目 アクションプランと実績 実施時期 

4-1 名称の変更 ①名称を「愛知医療学院短期大学附属ゆうあいリハビリク

リニック・デイケアセンター」へ変更（寄附行為の変更） 

①文部科学省認可

の日（6 月1 日） 

4-2 新たな取り組み ①職員の健康診断の実施 

②企業検診、健康経営優良法人（経済産業省）の推進

に向けた検討。 

③他院との差別化（短大教員との協働） 

①4 月～ 

②4 月～ 

 

③4 月～ 

4-3 地域の医療機関との ①地域医療連携の推進 ①4 月～ 
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連携・教育 

[5]地域連携・地域貢献 

№ 項 目 アクションプランと実績 実施時期 

5-1 災害対策 ①災害医療救護対策の策定と実践 

②災害医療救護活動ができる人材の育成 

①4 月～ 

②随時 

5-2 教育研究成果の社 

会への還元 

①市民公開講座の継続 

②韓日名古屋フォーラム共催（げんき大学の取組みを

紹介） 

①未実施 

②11 月 

5-3 プラットホーム形成 ①大学間・自治体・産業界との連携を進めるためのプラ

ットホーム（本学を拠点とした）形成について検討する 

①未検討 

5-4 人材育成ネットワークの

構築 

①本学学生やげんき大学卒業生等が地域の課題解決

に携わるしくみの構築 

②げんき大学同窓会の開催 

①未実施 

 

②１2 月 

[6]ガバナンス・財務戦略 

№ 項 目 アクションプランと実績 実施時期 

6-1 理事機能の強化 ①三位一体を推進するための理事会組織の構築 

 

①通年 

6-2 監事監査の充実 ①教学を含めた業務監査の充実 

②監事の監査を支援する体制整備 

①通年 

②随時 

6-3 外部資金の獲得 ①獲得可能な補助金の獲得に向けた取り組み 

②寄附金募集 

・個人にとどまらず、企業訪問等を積極的に行う 

・クレジット決済など、寄附の容易な方法を検討する 

①4 月～ 

②未実施 

6-4 財政計画の策定 ①将来構想を推進するための財政基盤の強化につい

て審議する 

①4 月～ 

 [７]その他 

№ 項 目 アクションプランと実績 指標 

7-1 情報セキュリティ 

対策 

①情報セキュリティポリシーの策定 

②情報デキュリティ責任者の設置 

③情報セキュリティに関する基本的対策の実施徹底 

①未実施 

②未実施 

③未実施 
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④情報セキュリティ関連規程の策定 ④未実施 

7-3 危機管理対策 ①感染症対策 

②災害医療救護ができる人材育成 

③法人全体の安全対策への取り組み強化 

①通年 

②随時 

③通年 
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各種法人データ 

 

表12 愛知医療学院短期大学学生数など 

年 度 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和1 令和2 前年度比 

入学定員 80 80 80 80 80 80 80 0 

志願者数 170 165 160 119 154 210 163 △47 

入学者 86 79 80 75 101 94 89 △5 

入学者充足率 107.5% 98.8% 100.0% 93.8％ 126.3％ 117.5％ 111.3％ △6.28% 

収容定員 240 240 240 240 240 240 240 0 

現員 250 253 250 225 239 250 262 12 

充足率 104.2% 105.4％ 104.2% 93.8％ 99.6％ 104.2％ 109.2％ 5.0% 

専攻科入学定員 20 20 20 20 20 20 20 0 

現員 4 3 3 2 1 3 9 6 

充足率 20.0% 15.0％ 15.0.2% 10.0％ 5.0％ 15.0％ 45.0％ 30.0% 

 

表13 国家試験合格率 

年 度 理学療法学専攻 全国平均 作業療法学専攻 全国平均 

令和2 年度 89.5％ 86.4％ 92.9％ 88.8％ 

令和1 年度 96.2％ 86.4％ 100％ 87.3％ 

平成30 年度 100.0％ 85.8％ 52.5％ 76.2％ 

平成29 年度 97.5％ 81.4％ 56.4％ 76.2％ 

平成28 年度 100.0％ 90.3％ 76.9％ 83.7％ 

平成27 年度 88.9％ 74.1％ 89.7％ 87.6％ 

平成26 年度 96.8％ 82.7％ 68.4％ 77.5％ 

平成25 年度 100.0％ 83.7％ 100.0％ 86.6％ 
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表14 現有施設設備の所在地など 

所在 地目 地積（㎡） 目的 備考 

（校地）     

愛知県清須市一場神明前516 番 雑種地 231.00 校舎敷地  

愛知県清須市一場神明前517 番 雑種地 69.00 校舎敷地  

愛知県清須市一場神明前519 番 宅地 773.55  校舎敷地  

愛知県清須市一場神明前520 番1 宅地 99.02  校舎敷地  

愛知県清須市一場神明前520 番2 宅地 99.06  校舎敷地  

愛知県清須市一場神明前523 番1 宅地 20.23  校舎敷地  

愛知県清須市一場神明前523 番8 宅地 110.19  校舎敷地  

愛知県清須市一場神明前527 番2 学校用地 575.00  校舎敷地  

愛知県清須市一場神明前524 番2 宅地 120.52  校舎敷地  

愛知県清須市一場神明前515 番 学校用地 489.00  校舎敷地  

愛知県清須市一場神明前515 番4 学校用地 61.00  校舎敷地  

愛知県清須市一場神明前529 番2 雑種地 164.00  校舎敷地  

愛知県清須市一場神明前532 番5 田 9.13 グラウンド  

愛知県清須市一場神明前532 番6 田 39.00 グラウンド  

愛知県清須市一場神明前526 番1 田 382.00 校舎建設用地  

愛知県清須市一場神明前527 番1 田 369.00 校舎建設用地  

校地計 3,609.72    

 （その他）          

愛知県清須市一場神明前561 番1 宅地 655.37  認定こども園園地  

愛知県清須市一場神明前558 番1 宅地 54.14  認定こども園園地  

愛知県清須市一場神明前529 番1 学校用地 30.00  駐輪場  

愛知県清須市一場神明前527 番3 宅地 428.74  駐車場  

愛知県清洲市一場神明前528 番 学校用地 373.00  駐車場  

愛知県清須市一場神明前524 番3 公衆用道路 23.00  校地外  

愛知県清須市一場神明前518 番1 宅地 185.09 法人敷地(C 棟)  

愛知県清須市一場神明前563 番1 宅地 8.79 法人敷地(C 棟)  

愛知県清須市一場神明前515 番2 宅地 55.80 法人敷地(C 棟)  

愛知県清須市一場神明前516 番1 宅地 68.79 法人敷地(C 棟)  

愛知県清須市一場神明前565 番 畑 456.00 園舎敷地  

愛知県清須市一場神明前558 番8 宅地 11.24 法人敷地（公道）  



25 

 

愛知県清須市一場神明前561 番3 田 146.00 園舎敷地  

  合計 2,363.96   

 （福利厚生施設用地）     

岐阜県高山市荘川町六厩傘北平

850-10 
山林 268.00 福利厚生施設用地  

岐阜県高山市荘川町六厩傘北平

850-11 
山林 306.00 福利厚生施設用地  

 合計 574.00   

借地     

清須市一場神明前523 番7 宇佐美 152.00  その他  

清須市一場神明前526 番2 平松 120.57  駐車場  

清須市一場神明前530 番 津坂 753.00  グラウンド  

清須市一場神明前532 番3 平松 21.82  駐車場  

清須市一場上中畦315 番 竹田 400.19 C 棟  

清須市一場上中畦315 番1 竹田 43.96 C 棟  

清須市一場上中畦316 番1 竹田 113.54 C 棟  

清須市一場上中畦322 番1 竹田 298.70 C 棟  

清須市一場上中畦323 番1 竹田 25.01 C 棟  

清須市一場上中畦324 番2 竹田 3.78 C 棟  

清須市一場上中畦320 番1 日下部 296.34 駐車場  

清須市清洲上中畦303 番6 の一部 河村 6.70 C 棟  

清須市一場神明前566 番1・ 

572 番1・582 番 
平松 463.73 駐車場  

清須市一場神明前566 番6 村上 142.00 駐車場  

清須市一場神明前558 番2 清須市 362.00 認定こども園用地  

清須市一場神明前558 番3 清須市 304.30 認定こども園用地  

清須市一場神明前558 番4 清須市 290.95 認定こども園用地  

清須市一場神明前558 番5 清須市 313.05 認定こども園用地  

清須市一場神明前558 番6 清須市 278.54 認定こども園用地  

清須市一場神明前566 番6     

 合計 4,390,18   
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表1５ 校舎など 

愛知医療学院

短期大学校舎 

収益事業部門 

法人本部 

 

 

A 棟 

 

住  所 愛知県清須市一場神明前519 

床 面 積 2,458.87 ㎡ 

施設概要 講義室・体育室兼講堂・学生ロッカー室・研究室 他 

B 棟 

住  所 愛知県清須市一場神明前527-2 

床 面 積 1,040.2 ㎡ 

施設概要 
治療実習室・基礎医学実習室・機能回復訓練室・ 

コンピュータ室兼語学学習室 他 

C 棟 

住  所 愛知県清須市清洲上畦315 他 

床 面 積 1,114.56 ㎡ 

施設概要 
1F：収益事業 

2F：研究室・会議室 他 

D 棟 

住  所 愛知県清須市神明前515 他 

床 面 積 870.03 ㎡ 

施設概要 
1F：学生ホール 

2F：ラーニングコモンズ・講義室 他 

ゆうあいこども園  

住  所 愛知県清須市神明前558 他 

床 面 積 1,180.28 ㎡ 

施設概要 保育室・遊戯室 他 
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